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1.テ ィーチング ･アシスタン トの制度的沿革
ティーチング･アシスタント (teachingassistant:TA)とは､大学院学生が学部学生の教育の補佐の仕事にあ
たり､一定の報酬を受ける制度のことを一般にさす｡アメリカの大学院学生にとっては､政府からのフェローシップ





































助とすることを目的とする｣(傍点は平成 4年度と異なる部分)に改められている｡ すなわち､単に ｢大学教育の充
実｣を目的としていたものが ｢学部教育におけるきめ細かい指導の実現｣に改められ､｢指導者としての トレーニン














TA制度は､京都大学でも平成4年度から実施されてきた｡平成 6年に刊行された 『京都大学自己点検 ･評価報告
書』では､TA制度について次のように述べられている｡

































































を行い､その結果を 『平成 6年度自己点検評価報告書 - 現状と課題』として報告 している (京都大学教育学部自
己点検評価委員会,1994)｡この報告書ではティーチング･アシスタント制度そのものについて直接には触れられてい




















(7) 発達心理学課題演習 :発達診断 (演習､後期2単位､水曜3時限､隔年開講)
(8) 認知心理学講読演習 :英語文献 (演習､通年4単位､水曜4時限)
(9) 発達心理学講読演習 :仏語文献 (演習､通年4単位､火曜4時限)

































から8年 1月までとした)､担当予定の授業科目名 (｢心理学初級実験 ･テスト実習｣を挙げた)､週当たりの担当予































































とが必要であろう｡ 現状では､まだ制度がはじまって間もないこともあり､年度によって採用される学年 ･条件 ･
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